
県議会やまがた
　
「
県
議
会
や
ま
が
た
」第
３４
号
は
、

６
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心
に
、

主
に
令
和
３
年
５
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
の
議
会
活
動
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

６
月
定
例
会
の
概
要

　
６
月
１５
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で

の
１８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
で
自
由
民
主
党
、
県
政
ク

ラ
ブ
に
よ
る
代
表
質
問
、
３
名
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
予
算
特
別
委
員
会
で
の
８

名
の
委
員
に
よ
る
質
疑
や
常
任
委

員
会
で
の
審
査
を
経
た
う
え
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
を
含
む
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
、
追
加
提
案

を
含
む
知
事
提
出
の
１９
議
案
を
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
請
願
は
４
件
上
程
さ
れ
、
全
て

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
意
見
書
は
２
件
発
議
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
、
国
会
・
関
係
す

る
省
庁
等
に
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、

決
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
佐
藤
聡

議
員
か
ら
議
員
の
辞
職
願
が
提
出

さ
れ
、
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。代

表
質
問
か
ら加賀　正和 議員

自由民主党

（尾花沢市・北村山郡選挙区）

　
　
県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
完
了
時
期
を
早
め
る
た

め
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
県
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加

速
が
県
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、

県
内
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
オ
ー
ル
山
形
で
接
種
を

進
め
て
い
く
。
こ
の
た
め
、
１８
歳

以
上
６４
歳
以
下
の
県
内
在
住
者
を

対
象
と
し
た
県
主
体
の
大
規
模
接

種
を
令
和
３
年
８
月
か
ら
実
施
し
、

市
町
村
の
接
種
事
業
を
補
完
し
て

い
く
。
ま
た
、
様
々
な
職
域
で
の

接
種
が
実
現
す
る
よ
う
、
各
担
当

部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
主
体

的
に
関
わ
り
、
事
業
者
の
職
域
接

種
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
副
知
事
の
人
事
案
件
を
令
和

３
年
６
月
定
例
会
に
提
案
す
る
意

早
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
県

と
し
て
の
取
組
み

問答副
知
事
の
人
事
案
件

問

思
は
あ
る
か
。
ま
た
、
前
副
知
事

の
任
意
聴
取
の
報
道
に
つ
い
て
、

ど
う
承
知
し
て
い
る
か
。

　
　
副
知
事
の
人
事
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
相
談
し
た
り

話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
前

副
知
事
は
市
町
村
の
現
状
や
当
面

の
課
題
な
ど
を
首
長
か
ら
広
く
か

つ
丁
寧
に
直
接
聞
き
、
県
の
施
策

の
参
考
と
す
る
た
め
意
見
交
換
し

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
う
わ

さ
と
し
て
漏
れ
聞
こ
え
た
内
容
を

前
副
知
事
に
確
認
し
た
が
、指
摘
を

受
け
る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
言
っ

て
い
な
い
と
聞
い
た
と
こ
ろ
だ
。

　
　
令
和
３
年
４
月
、
５
月
に
発

生
し
た
凍
霜
・
降
ひ
ょ
う
被
害
に

つ
い
て
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
は

追
加
の
支
援
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
被
害
に
遭
っ
た
農
業
者
の
営

農
意
欲
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、

速
や
か
な
支
援
策
が
必
要
と
考
え
、

令
和
３
年
６
月
２
日
、
果
樹
等
の

次
期
作
に
向
け
た
継
続
的
な
施

肥
・
防
除
等
を
支
援
す
る
「
凍
霜

害
・
雹
害
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
発
動
し
た
。
今
後
は
、
判
明
し

て
く
る
被
害
の
全
容
を
注
視
し
、

生
産
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

追
加
対
策
を
含
め
幅
広
く
検
討
を

行
い
、
営
農
意
欲
の
維
持
向
上
に

向
け
万
全
を
期
し
て
い
く
。松田　敏男 議員

県政クラブ

（寒河江市・西村山郡選挙区）

　
　
令
和
２
年
度
の
「
や
ま
が
た

答被
害
状
況
に
応
じ
た
救
済
策
と
今

後
の
凍
霜
被
害
防
止
策

問答コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
結
婚
・
出
産

の
応
援

問

結
婚
応
援
事
業
」
の
成
果
に
つ
い

て
。
ま
た
、
各
給
付
金
制
度
の
は

ざ
ま
と
な
る
令
和
３
年
４
月
か
ら

１２
月
ま
で
の
新
生
児
に
対
し
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
同
事
業
に
よ
り
、
令
和
２
年

１１
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の

婚
姻
数
を
令
和
元
年
度
比
９７
％
ま

で
に
持
ち
直
す
こ
と
が
で
き
た
が
、

業
界
団
体
等
と
連
携
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
結
婚
す
る
二
人
に
県
産

品
等
を
贈
る
事
業
を
新
た
に
実
施

す
る
。
ま
た
、
令
和
４
年
１
月
開

始
予
定
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

議
員
と
同
様
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

答橋
梁
点
検
の
新
技
術
の
実
証
実
験

の
状
況

　
　
ド
ロ
ー
ン
や
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
た

橋
梁
点
検
の
実
証
実
験
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
の
Ａ
Ｉ
を
用
い

た
橋
梁
の
ひ
び
割
れ
の
解
析
で
は
、

過
去
に
点
検
員
が
チ
ョ
ー
ク
で
し

る
し
た
箇
所
を
ひ
び
割
れ
と
認
識

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
た
め
、

実
用
化
に
向
け
て
Ａ
Ｉ
の
精
度
を

高
め
る
研
究
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
で
の

点
検
の
実
用
性
に
つ
い
て
は
、
撮

影
し
た
画
像
は
精
細
で
あ
り
実
用

性
が
確
認
で
き
た
が
、
橋
の
裏
側

の
狭
い
箇
所
は
撮
影
が
難
し
い
た

め
障
害
物
を
自
動
で
回
避
す
る
機

能
等
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
等
研

究
を
進
め
て
い
く
。

問答

　
　
長
期
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
の

県
立
病
院
の
対
応
状
況
と
今
後
の

取
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大

す
る
中
、
県
立
病
院
は
い
ち
早
く

専
門
外
来
や
専
門
病
床
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
県
内
の
コ
ロ
ナ
入
院
患

者
全
体
の
約
４
割
を
受
け
入
れ
て

き
た
。
今
後
は
、
河
北
病
院
に
開

設
し
た
「
山
形
県
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
主
検

査
セ
ン
タ
ー
」の
円
滑
な
運
営
や
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
に
向
け
た

県
に
よ
る
大
規
模
接
種
へ
の
積
極

的
な
協
力
な
ど
、
感
染
の
収
束
に

向
け
、
県
立
病
院
が
持
つ
総
合
力

を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
。

県
立
病
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

問答
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介
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東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に
出場する本県選手を激励する決議を可決

　７月２日、６月定例会本会議において、東京２０２０オリンピック・パラリンピック
競技大会に出場する本県選手を激励する決議を可決しました。

決　議
　戦災から復興を遂げ「戦後のニッポン」を世界にアピールした東京五輪から半世紀が過
ぎ、今まさに東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会が開幕されようとしていま
す。平成２３年３月、日本は東日本大震災に見舞われ、東北は甚大な被害等により深い失意
に包まれました。
　今大会は、震災から復興しつつある被災地の姿を全世界に示す大会です。
　今年３月、被災地の福島からスタートした聖火リレーは全国を駆け巡っています。本県で
も６月６日と７日の２日にわたり、県内各地で１８５名のランナーが希望の光をつなぎました。
　全国の多くの人の思いをのせた絆の灯は、間もなく、聖火台に点火されようとしています。
　現在、本県から９名の若者が代表に内定しています。
　ボクシングの岡澤セオン選手、
　アーチェリーの中村美樹選手、
　水球の三浦里佳子選手と鈴木透生選手、
　バレーボールの高梨健太選手、
　パラリンピック水泳の東海林大選手と齋藤元希選手、
　パラリンピックテコンドーの太田渉子選手、
　そして、シッティングバレーボールの竹井幸智恵選手です。
　大会が１年延期される難しい環境にありながら、不屈の精神で研鑽を重ね、代表の座を
勝ち取った選手たちの努力に敬意を表し、これまで積み重ねてきた鍛錬の成果がいかんな
く発揮され、最高のパフォーマンスとなるよう、心から願っています。
　本県は、スポーツを通じた健康で豊かな県民生活と活力ある地域社会の実現を目指し、
「山形県スポーツ推進条例」を制定しています。
　９名の本県選手が世界最高峰の舞台で躍動する姿は、未来を担う子どもたちに夢と希望
を与えるとともに、コロナ禍にあって閉塞感を感じている県民に、明るい話題と感動をも
たらすに違いありません。
　よって、本県議会は、山形から世界に羽ばたき活躍する９名の選手を県民とともに力強
く応援していきます。
　“がんばれ！ニッポン！　がんばれ！ヤマガタ！”

［決議案を説明する島津良平議会運営委員長］



一
般
質
問
か
ら五十嵐智洋 議員

自由民主党

（長井市・西置賜郡選挙区）

　
　
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営

改
善
に
向
け
た
支
援
を
県
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
県
で
は
、
沿
線
自
治
体
と
と

も
に
鉄
道
施
設
や
車
両
の
維
持
管

理
部
分
に
対
し
経
営
維
持
の
た
め

の
財
政
支
援
を
し
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
、
令
和
２
年
度
は
運
行
経

費
を
対
象
に
新
た
な
支
援
を
行
い
、

運
行
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
措
置
し

た
。
引
き
続
き
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
経
営
、
財
務
、
利
用
拡
大
に
つ

い
て
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
総
合

的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
長
井
市
で
整
備
を
検
討
中
の

新
産
業
団
地
の
実
現
に
向
け
て
支

援
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
県
は
、
新
潟
山
形
南
部
連
絡

道
路
と
国
道
１
１
３
号
が
交
差
す

る
同
市
今
泉
地
区
を
農
村
産
業
法

に
基
づ
く
産
業
導
入
地
区
に
位
置

づ
け
る
た
め
、
同
市
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
産
業
団

地
の
実
現
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
活

性
化
や
安
定
的
な
雇
用
の
創
出
に

資
す
る
企
業
の
立
地
に
つ
な
が
る

よ
う
、
同
市
と
連
携
し
て
、
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

山
形
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る
経

営
改
善
支
援

問答置
賜
地
域
の
新
産
業
団
地
の
整
備

問答

今野美奈子 議員
県政クラブ

（鶴岡市選挙区）

　
　
多
様
化
す
る
社
会
変
化
を
見

据
え
、
関
係
機
関
と
の
連
携
充
実

に
よ
る
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
市
町
村
等
と
連
携
し
て
層
の

厚
い
支
援
を
行
う
た
め
、
令
和
２

年
度
か
ら
児
童
相
談
所
に
関
係
機

関
連
携
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る

市
町
村
支
援
を
目
的
と
し
た
専
任

の
児
童
福
祉
司
を
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
心
理
司
等
を
計
画
的

に
採
用
し
専
門
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
若
手
と
中
堅
職
員
を
チ
ー

ム
と
す
る
地
域
担
当
制
を
実
施
し

職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
。

　
　
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
。

　
　
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た

「
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」

に
よ
り
、
子
育
て
家
庭
等
に
対
す

る
医
療
費
助
成
等
の
経
済
的
支
援

や
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に

よ
る
相
談
や
交
流
な
ど
、
妊
娠
か

ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
や
企
業
を
含
め
社
会
全

体
で
子
ど
も
を
育
て
る
機
運
醸
成

を
図
り
な
が
ら
、
家
庭
と
仕
事
の

両
立
支
援

と
男
性
の
育

児
・
家
事
へ

の
参
画
を
促

進
し
て
い
く
。

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化

問答子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会

の
実
現

問答

小松　伸也 議員
自由民主党

（最上郡選挙区）

　
　
移
住
・
関
係
人
口
創
出
拡
大

推
進
事
業
と
新
た
に
設
置
す
る
創

業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
ど

う
連
携
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
山
形
駅
に

直
結
す
る
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
内
に

設
置
さ
れ
る
た
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン（
※
）等
で
来
県
し
た
方
々
と
県

内
の
経
営
者
等
と
の
交
流
拠
点
と

し
て
活
用
で
き
る
。
ま
た
、
同
セ

ン
タ
ー
の
来
訪
者
に
県
内
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
観
光
地

を
紹
介
す
る
こ
と
で
県
内
各
地
へ

の
誘
客
も
可
能
と

な
り
、
山
形
新
幹

線
の
利
用
回
復
に

も
寄
与
す
る
。

　
　
東
北
農
林
専
門
職
大
学
（
仮

称
）
の
魅
力
創
出
に
向
け
ど
の
よ

う
な
検
討
を
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　
「
理
論
に
裏
付
け
さ
れ
た
高

度
な
実
践
力
を
養
成
す
る
」
と
い

う
専
門
職
大
学
の
特
色
を
打
ち
出

す
た
め
、
県
内
の
優
れ
た
農
業
経

営
体
等
で
高
度
な
生
産
・
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
実
地
で
学
ぶ
「
臨
地
実

務
実
習
」
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
優
れ
た
教
員
の
確
保
に
努

め
な
が
ら
、
住
民
と
学
生
の
交
流

を
推
進
す
る
な
ど
地
域
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

移
住
定
住
・
関
係
人
口
創
出
拡
大

の
推
進

問答※

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
…
仕
事（W

ork

）

と
休
暇（V

acation
）を
組
み
合
わ

せ
た
造
語

東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
魅
力
創

造
の
取
組
み

問答

予
算
特
別
委
員
会
の

質
疑
内
容

相田　光照 議員
自由民主党

（米沢市選挙区）

　
　
前
副
知
事
に
関
す
る
任
意
の

事
情
聴
取
の
報
道
を
受
け
、
知
事

の
所
感
は
ど
う
か
。
ま
た
、
報
道

を
受
け
て
本
人
に
確
認
し
た
の
か
。

　
　
当
該
報
道
が
令
和
３
年
６
月

定
例
会
の
開
会
の
時
期
に
な
さ
れ

た
こ
と
に
大
変
驚
い
て
い
る
。
任

意
の
事
情
聴
取
に
つ
い
て
は
、
県

警
が
発
表
し
て
い
な
い
こ
と
を
私

か
ら
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
前
副
知
事
に
は
、
同
年
３

月
頃
に
、
う
わ
さ
と
し
て
漏
れ
聞

こ
え
た
内
容
を
確
認
し
て
お
り
、

今
回
の
報
道
を
受
け
て
改
め
て
確

認
は
し
て
い
な
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
幅
広

い
業
種
に
及
ん
で
い
る
が
、
ど
う

支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
令
和
３
年
３
月
以
降
の
第
３

波
に
よ
り
多
く
の
事
業
者
が
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
「
事
業
継
続
応
援
給
付
金
」
を

同
年
６
月
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

対
象
は
、
大
企
業
等
を
除
い
た
幅

広
い
業
種
を
考
え
て
お
り
、
議
決

後
に
は
申
請
の
受
付
体
制
を
速
や

か
に
整
備
し
、
事
業
者
の
元
に
支

援
が
早
急
に
届
く
よ
う
、
給
付
事

務
を
進
め
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
克
服
・
経
済
再
生
特
命
補
佐
に

関
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
へ
の
所
感

問答新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
幅
広
い
業
種
に
対
す
る
支
援

問答

渡辺ゆり子 議員
日本共産党山形県議団

（山形市選挙区）

　
　
「
生
理
の
貧
困
」
を
ど
う
認

識
し
、施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
経
済
的
な
事
情
で
必
要
な
生

理
用
品
が
十
分
手
に
入
ら
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
生
理
の
貧
困
」
は
女

性
の
健
康
や
尊
厳
に
関
わ
る
重
要

な
課
題
で
あ
り
早
急
な
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
県
で
は
「
や
ま
が
た

女
性
の
つ
な
が
り
緊
急
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
の
中
で
市
町
村
教
育
委
員

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
て
、
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
や
学
校
、
図

書
館
等
の
身
近
な
窓
口
で
生
理
用

品
を
無
償
提
供
す
る
な
ど
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
利
用
方
法
の
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
本
県
は
全
国
に
先
駆
け
て
３３

人
学
級
を
推
進
し
て
き
た
が
、
不

登
校
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

少
人
数
学
級
を
さ
ら
に
進
め
て
は

ど
う
か
。

　
　
令
和
元
年
度
の
千
人
当
た
り

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校

で
５・
３
人
（
全
国
平
均
８・
３

人
）、
中
学
校
で
３１・
２
人
（
同

３９・
４
人
）
で
あ
り
、
全
国
的
に

も
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
県
で
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
現
行
の
「
教
育

山
形
『
さ
ん
さ
ん
』
プ
ラ
ン
」
に

係
る
成
果
と
課
題
を
取
り
ま
と
め

る
と
と
も
に
、
今
後
の
少
人
数
学

級
編
成
に
つ

い
て
検
討
し

て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
を
抱
え
る
女
性

に
対
す
る
支
援

問答少
人
数
学
級
の
推
進

問答

遠藤　和典 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
県
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
２
０

５
０
を
宣
言
し
て
お
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
水
素
の
利
活
用
は
脱
炭
素
化

の
実
現
に
向
け
て
重
要
な
手
段
と

考
え
て
い
る
が
、
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
採
算
性
に
課
題
が
あ

り
、
整
備
費
・
運
営
費
の
一
層
の

コ
ス
ト
低
減
や
需
要
拡
大
に
よ
る

稼
働
率
の
向
上
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
拡
大

問答

燃
料
電
池
車
の
普

及
見
通
し
や
利
用

ニ
ー
ズ
を
見
極
め

な
が
ら
、
導
入
の

可
能
性
を
研
究
し

て
い
く
。

　
　
酒
田
港
を
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
拠
点
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
商
用
化
・

社
会
実
装
に
は
、
製
造
・
貯
蔵
・

輸
送
の
各
段
階
で
技
術
開
発
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
コ
ス
ト
の
課
題
が

あ
り
、
現
状
で
は
実
証
事
業
段
階

で
あ
る
。県
で
は
、令
和
３
年
６
月

に
酒
田
市
等
と
酒
田
港
基
地
港
湾

等
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
連
携

会
議
を
設
立
し
、
雇
用
創
出
や
経

済
波
及
な
ど
地
域
振
興
の
観
点
か

ら
も
関
係
部
局
が
連
携
し
て
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
形

成
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

水
素
供
給
拠
点
の
県
内
へ
の
立
地

促
進

問答

梶原　宗明 議員
自由民主党

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
洋
上
風
力
発
電
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
基
地
港
湾
の
指
定

を
酒
田
港
が
受
け
る
た
め
、
港
湾

計
画
を
変
更
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
国
土
交
通
大
臣
か
ら
基
地
港

湾
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

地
盤
の
強
化
等
を
盛
り
込
ん
だ
港

湾
計
画
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
そ
の
指
定
に
は
再
エ
ネ

海
域
利
用
法
等
に
基
づ
く
２
以
上

の
許
可
事
業
者
が
酒
田
港
を
利
用

す
る
見
込
み

も
必
要
と
な

る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
手

続
き
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、

準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
　
飛
島
振
興
に
向
け
た
こ
れ
ま

で
の
取
組
み
と
今
後
の
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て
。

　
　
こ
れ
ま
で
県
、
酒
田
市
、
と

び
し
ま
未
来
協
議
会
等
が
連
携
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
移
住
体
験

の
実
施
な
ど
県
内
外
と
の
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
島
内

外
の
人
々
と
の
活
動
拠
点
と
な
る

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
設
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
敷
設
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

引
き
続
き
酒
田
市
や
同
協
議
会
と

連
携
し
、
課
題
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
、飛
島
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

港
湾
計
画
の
変
更
に
係
る
考
え
方

問答飛
島
振
興
に
向
け
た
取
組
み
と
今

後
の
進
め
方

問答

青木　彰榮 議員
県政クラブ

（長井市・西置賜郡選挙区）

　
　
長
井
白
鷹
間
西
廻
り
道
路
の

整
備
に
向
け
た
検
討
状
況
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
「
山
形
県
道
路
中
期
計
画
２

０
２
８
」
で
は
、
令
和
５
年
度
ま

で
に
長
井
か
ら
白
鷹
の
間
の
調
査

に
着
手
す
る
と
し
て
い
た
が
、
前

倒
し
で
同
２
年
度
か
ら
着
手
し
て

い
る
。
長
井
市
と
白
鷹
町
を
交
え

て
、複
数
の
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
概

算
事
業
費
や
整
備
効
果
等
を
検
討

し
て
い
る
。

引
き
続
き
両

市
町
と
調
整

し
な
が
ら
長

井
か
ら
白
鷹

の
間
の
道
路

整
備
に
つ
い

て
多
角
的
に

検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
菅
沼
峠
の
道
路
改
良
整
備
の

早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
菅
沼
峠
の
飯
豊
町
側
に
は
、

落
石
や
雪
崩
の
危
険
箇
所
が
多
く
、

落
石
等
の
対
策
を
実
施
し
た
際
に

道
路
を
拡
幅
し
て
い
る
。
一
方
、

川
西
町
側
の
危
険
箇
所
は
極
め
て

限
定
的
で
あ
る
が
、
幅
員
が
狭
く

す
れ
違
い
が
困
難
な
箇
所
が
残
っ

て
お
り
、
少
し
ず
つ
安
全
性
確
保

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
両
町
に
相

談
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

長
井
白
鷹
西
廻
り
幹
線
道
路
の
検

討
状
況

問答主
要
地
方
道
米
沢
飯
豊
線
菅
沼
峠

に
お
け
る
道
路
整
備
の
早
期
実
現

問答

矢吹　栄修 議員
自由民主党

（天童市選挙区）

　
　
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
認
証

制
度
を
よ
り
多
く
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
県
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広

報
誌
等
で
同
制
度
に
つ
い
て
積
極

的
に
発
信
し
て
き
た
。
令
和
３
年

７
月
に
は
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
、
認
証
店
の
位
置
を

地
図
上
に
わ
か
り
や
す
く
表
示
す

る
な
ど
、
認
証
店
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
。
併
せ
て
認
証
店
自

体
の
拡
充
に
も
取
り
組
み
、
新
型

コ
ロ
ナ
前
に
近
い
日
常
を
早
期
に

取
り
戻
し
、
県
内
観
光
の
復
活
と

経
済
再
生
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
県
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
※
）実
現
へ
の

取
組
み
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
令
和
３
年
３
月
末
、
バ
ス
の

時
刻
表
等
の
公
共
交
通
情
報
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
て
お
り
、

今
後
そ
の
活
用
に
よ
る
ア
プ
リ
開

発
等
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
。
ま
た
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
県
内
全
域
一
斉
導
入
に
よ
り
、

複
数
の
交
通
手
段
を
一
連
の
検
索
、

予
約
、
決
済
で
支
払
い
す
る
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
レ
ベ
ル
２
を
目
指
す
。
将
来

的
に
は
自
動
運
転
等
を
取
り
込
み

つ
つ
、
交
通
弱
者
も
念
頭
に
お
い

た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
実
現
し
て
い
く
。

県
内
飲
食
業
や
観
光
業
へ
の
支
援

問答今
後
の
交
通
革
命
を
見
据
え
た
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
実
現
へ
の
取
組
み

問答※

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
マ
ー
ス
）（M

obilityas
aService

）…
地
域
住
民
や
旅
行
者

個
々
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
複

数
の
公
共
交
通
や
移
動
サ
ー
ビ
ス
を

最
適
に
組
み
合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・

決
済
等
を
一
括
で
行
う
サ
ー
ビ
ス

青柳　安展 議員
県政クラブ

（東根市選挙区）

　
　
副
知
事
の
人
事
案
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
９
月
定
例
会
ま
で

に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
県
政
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

と
経
済
再
生
の
両
立
を
は
じ
め
、

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

県
民
を
第
一
に
考
え
、
県
政
の
停

滞
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県

議
会
の
同
意
を
得
て
早
期
に
副
知

事
を
選
任
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
民
党
県
連
の
役
員
が
新
体
制
に

な
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
改
め
て

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
副
知
事

不
在
と
い
う
事
態
を
解
消
し
て
い

き
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま

え
、
新
た
な
交
通
需
要
の
創
出
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
首
都
圏
等
に
お
け
る
地
方
へ

の
関
心
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
１０

月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し

「
と
れ
い
ゆ
つ
ば
さ
」を
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
専
用
車
両
と
し
て
臨
時
運

行
し
、
利
用
者
層
の
新
規
開
拓
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
同
年
６
月

末
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ

ア
ラ
イ
ン
ズ
）
に
よ

る
山
形
空
港
発
着
の

富
士
山
遊
覧
飛
行
で

は
旅
行
介
助
士
が
同

乗
す
る
な
ど
、
超
高

齢
社
会
の
中
で
新
た

な
需
要
を
喚
起
す
る

取
組
み
を
行
っ
て
い

く
。

副
知
事
の
人
事
案
件

問答新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま
え
た

新
た
な
交
通
需
要
の
創
出

問答

楳津　博士 議員
自由民主党

（寒河江市・西村山郡選挙区）

　
　
県
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

（
※
）に
対
し
て
ど
う
支
援
し
て
い

く
の
か
。

　
　
県
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
早
期
発
見
や
市
町
村
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
と
の
連
携
等

に
つ
い
て
関
係
部
局
間
で
確
認
し

た
。
今
後
も
市
町
村
と
連
携
し
て

同
協
議
会
に
お
け
る
関
係
者
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
認
知
度

を
高
め
、
情
報
収
集
と
適
切
な
支

援
へ
の
つ
な
ぎ
等
を
徹
底
し
て
い

く
。
ま
た
、
児
童
に
重
大
な
権
利

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援

問答

　５月１３日、「日本海沿岸東北自動車道」と「東北中央自動車道」の
整備促進について、それぞれの協議会でオンラインによる要望活動を
行いました。
　本県をはじめ、協議会を構成する青森、福島及び新潟県の４県議会
から議長等が参加し、日沿道・東北中央道の着実な整備について、国
土交通省に対し要望しました。

日沿道・東北中央道の建設促進に向けた
要望活動を実施

オンラインで要望活動する坂本貴美雄議長

2令和３年（２０２１年）８月発行県議会やまがた



侵
害
が
生
じ
た
場
合
は
市
町
村
等

と
連
携
し
、
児
童
相
談
所
に
よ
る

一
時
保
護
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
に

は
教
職
員
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発

見
と
状
況
の
把
握
に
は
、
普
段
か

ら
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
多
い

学
校
の
教
職
員
か
ら
の
協
力
は
重

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
学
校
と

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
な

ど
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
を
対

象
と
し
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る

研
修
等
を
通
じ
て
、
早
期
発
見
や

状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
の
た
め

の
教
職
員
の
協
力

問答※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
…
本
来
大
人
が
担

う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
、家
族
の

介
護
、年
下
の
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
な

ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も

山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
議
会

会
長　
武
田 

靖
子

氏

県
看
護
協
会

会
長　
井
上 

栄
子

氏

県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長　
桑
原 

通
夫

氏

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　
山
木 

知
也

氏

梶原　宗明 議員
自由民主党

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
洋
上
風
力
発
電
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
基
地
港
湾
の
指
定

を
酒
田
港
が
受
け
る
た
め
、
港
湾

計
画
を
変
更
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
国
土
交
通
大
臣
か
ら
基
地
港

湾
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

地
盤
の
強
化
等
を
盛
り
込
ん
だ
港

湾
計
画
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
そ
の
指
定
に
は
再
エ
ネ

海
域
利
用
法
等
に
基
づ
く
２
以
上

の
許
可
事
業
者
が
酒
田
港
を
利
用

す
る
見
込
み

も
必
要
と
な

る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
手

続
き
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、

準
備
を
進
め

て
い
く
。

　
　
飛
島
振
興
に
向
け
た
こ
れ
ま

で
の
取
組
み
と
今
後
の
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て
。

　
　
こ
れ
ま
で
県
、
酒
田
市
、
と

び
し
ま
未
来
協
議
会
等
が
連
携
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
移
住
体
験

の
実
施
な
ど
県
内
外
と
の
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
島
内

外
の
人
々
と
の
活
動
拠
点
と
な
る

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
設
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
敷
設
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

引
き
続
き
酒
田
市
や
同
協
議
会
と

連
携
し
、
課
題
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
、飛
島
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

港
湾
計
画
の
変
更
に
係
る
考
え
方

問答飛
島
振
興
に
向
け
た
取
組
み
と
今

後
の
進
め
方

問答

青木　彰榮 議員
県政クラブ

（長井市・西置賜郡選挙区）

　
　
長
井
白
鷹
間
西
廻
り
道
路
の

整
備
に
向
け
た
検
討
状
況
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
「
山
形
県
道
路
中
期
計
画
２

０
２
８
」
で
は
、
令
和
５
年
度
ま

で
に
長
井
か
ら
白
鷹
の
間
の
調
査

に
着
手
す
る
と
し
て
い
た
が
、
前

倒
し
で
同
２
年
度
か
ら
着
手
し
て

い
る
。
長
井
市
と
白
鷹
町
を
交
え

て
、複
数
の
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
概

算
事
業
費
や
整
備
効
果
等
を
検
討

し
て
い
る
。

引
き
続
き
両

市
町
と
調
整

し
な
が
ら
長

井
か
ら
白
鷹

の
間
の
道
路

整
備
に
つ
い

て
多
角
的
に

検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
菅
沼
峠
の
道
路
改
良
整
備
の

早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
菅
沼
峠
の
飯
豊
町
側
に
は
、

落
石
や
雪
崩
の
危
険
箇
所
が
多
く
、

落
石
等
の
対
策
を
実
施
し
た
際
に

道
路
を
拡
幅
し
て
い
る
。
一
方
、

川
西
町
側
の
危
険
箇
所
は
極
め
て

限
定
的
で
あ
る
が
、
幅
員
が
狭
く

す
れ
違
い
が
困
難
な
箇
所
が
残
っ

て
お
り
、
少
し
ず
つ
安
全
性
確
保

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
両
町
に
相

談
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

長
井
白
鷹
西
廻
り
幹
線
道
路
の
検

討
状
況

問答主
要
地
方
道
米
沢
飯
豊
線
菅
沼
峠

に
お
け
る
道
路
整
備
の
早
期
実
現

問答

矢吹　栄修 議員
自由民主党

（天童市選挙区）

　
　
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
認
証

制
度
を
よ
り
多
く
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
県
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広

報
誌
等
で
同
制
度
に
つ
い
て
積
極

的
に
発
信
し
て
き
た
。
令
和
３
年

７
月
に
は
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
、
認
証
店
の
位
置
を

地
図
上
に
わ
か
り
や
す
く
表
示
す

る
な
ど
、
認
証
店
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
。
併
せ
て
認
証
店
自

体
の
拡
充
に
も
取
り
組
み
、
新
型

コ
ロ
ナ
前
に
近
い
日
常
を
早
期
に

取
り
戻
し
、
県
内
観
光
の
復
活
と

経
済
再
生
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
県
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
※
）実
現
へ
の

取
組
み
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
令
和
３
年
３
月
末
、
バ
ス
の

時
刻
表
等
の
公
共
交
通
情
報
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
て
お
り
、

今
後
そ
の
活
用
に
よ
る
ア
プ
リ
開

発
等
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
。
ま
た
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
県
内
全
域
一
斉
導
入
に
よ
り
、

複
数
の
交
通
手
段
を
一
連
の
検
索
、

予
約
、
決
済
で
支
払
い
す
る
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
レ
ベ
ル
２
を
目
指
す
。
将
来

的
に
は
自
動
運
転
等
を
取
り
込
み

つ
つ
、
交
通
弱
者
も
念
頭
に
お
い

た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
実
現
し
て
い
く
。

県
内
飲
食
業
や
観
光
業
へ
の
支
援

問答今
後
の
交
通
革
命
を
見
据
え
た
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
実
現
へ
の
取
組
み

問答※

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
マ
ー
ス
）（M

obilityas
aService

）…
地
域
住
民
や
旅
行
者

個
々
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
複

数
の
公
共
交
通
や
移
動
サ
ー
ビ
ス
を

最
適
に
組
み
合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・

決
済
等
を
一
括
で
行
う
サ
ー
ビ
ス

青柳　安展 議員
県政クラブ

（東根市選挙区）

　
　
副
知
事
の
人
事
案
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
９
月
定
例
会
ま
で

に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
県
政
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

と
経
済
再
生
の
両
立
を
は
じ
め
、

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

県
民
を
第
一
に
考
え
、
県
政
の
停

滞
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県

議
会
の
同
意
を
得
て
早
期
に
副
知

事
を
選
任
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
民
党
県
連
の
役
員
が
新
体
制
に

な
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
改
め
て

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
副
知
事

不
在
と
い
う
事
態
を
解
消
し
て
い

き
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま

え
、
新
た
な
交
通
需
要
の
創
出
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
首
都
圏
等
に
お
け
る
地
方
へ

の
関
心
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
１０

月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し

「
と
れ
い
ゆ
つ
ば
さ
」を
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
専
用
車
両
と
し
て
臨
時
運

行
し
、
利
用
者
層
の
新
規
開
拓
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
同
年
６
月

末
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ

ア
ラ
イ
ン
ズ
）
に
よ

る
山
形
空
港
発
着
の

富
士
山
遊
覧
飛
行
で

は
旅
行
介
助
士
が
同

乗
す
る
な
ど
、
超
高

齢
社
会
の
中
で
新
た

な
需
要
を
喚
起
す
る

取
組
み
を
行
っ
て
い

く
。

副
知
事
の
人
事
案
件

問答新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま
え
た

新
た
な
交
通
需
要
の
創
出

問答

楳津　博士 議員
自由民主党

（寒河江市・西村山郡選挙区）

　
　
県
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

（
※
）に
対
し
て
ど
う
支
援
し
て
い

く
の
か
。

　
　
県
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
早
期
発
見
や
市
町
村
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
と
の
連
携
等

に
つ
い
て
関
係
部
局
間
で
確
認
し

た
。
今
後
も
市
町
村
と
連
携
し
て

同
協
議
会
に
お
け
る
関
係
者
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
認
知
度

を
高
め
、
情
報
収
集
と
適
切
な
支

援
へ
の
つ
な
ぎ
等
を
徹
底
し
て
い

く
。
ま
た
、
児
童
に
重
大
な
権
利

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援

問答

　５月２８日、６月２３日に新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を
開催し、新型コロナの影響や対策等について関係者のご意見をお聞き
しました。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を開催

　６月７日、農林水産常任委員会で
は、今春発生した降霜・降ひょうに
よる農作物等被害について、鶴岡市、
天童市、上山市の３か所の園地を調
査しました。その後、同委員会での
議論を踏まえ、支援の充実・強化を
求める意見書を国に提出しました。

降霜・降ひょうによる農作物等被害について
農林水産常任委員会で緊急調査を実施 可

決
し
た
意
見
書

●

降
霜
・
降
雹
に
よ
る
農
作

物
等
被
害
に
対
す
る
支
援

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
等
を
徹
底
し

東
京
２
０
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活動団体等との意見交換を実施
　県民の皆さんの多様な意見を県政に反映する広聴機能を強化するため、常任委員会の現地調査において意見交換を行いました。

総務常任委員会
■開　　催　　日　７月２９日（木）
■実　施　団　体　一般社団法人山形県ハイヤー協会
■意見交換の内容　コロナ禍におけるハイヤー利用の現状やこれ

までの行政支援の成果等について

文教公安常任委員会
■開　　催　　日　７月７日（水）
■実　施　団　体　酒田光陵高等学校
■意見交換の内容　同校の生徒が運営する一般社団法人ＳＫＩＥ

Ｓ（スカイズ）の活動や各専門学科での取組
みについて

厚生環境常任委員会
■開　　催　　日　７月１５日（木）
■実　施　団　体　訪問看護総合支援センター、訪問看護ステー

ションやまがた
■意見交換の内容　新型コロナウイルス感染症拡大により、利用

者が増加傾向となっている訪問看護の現状や
課題について

商工労働観光常任委員会
■開　　催　　日　７月１９日（月）
■実　施　団　体　赤湯温泉旅館協同組合、南陽市観光協会、赤

湯温泉料理飲食店組合、山形県喫茶飲食生活
衛生同業組合南陽支部

■意見交換の内容
　新型コロナウイルス
感染症による観光・
飲食業への影響や今
後の観光客数・利用
者数の回復に向けた
課題等について

　６月３０日、渋間佳寿美広報・広聴委員長、髙橋淳副委員長が県看護
協会を訪問し、同協会が募集する「コロナ禍で奮闘する看護職への応
援メッセージ」の取組みに賛同した県議会議員のメッセージを手渡し
ました。
　メッセージの写しを議会棟に展示していますのでぜひご覧ください。

コロナ禍で奮闘する看護職の皆さんへ
応援メッセージを手交 　県議会では、生徒・学生の皆さんに県議会を身近に感じてもらい、

主権者としての政治参加意識の醸成を図ることを目的に、県議会議員
との意見交換会を開催しています。
　７月２１日に庄内農業高等学校の生徒会役員の皆さんと「私たちが望
むくらし」について意見交換を行いました。

生徒・学生と県議会議員との意見交換会を開催

　６月定例会期間中、県議会ギャラリーでは、オリンピックや国際大
会などトップレベルでの活躍を目指す子どもたちの夢を応援する「YA
MAGATAドリーム
キッズ」の取組みを
写真パネルやドリー
ムキッズ通信等によ
り紹介しました。聖
火リレーのトーチも
展示されました。

県議会ギャラリーで
「YAMAGATAドリームキッズ」の活動を紹介　県議会では、県内の児童、生徒、学生の皆さんが学校の授業や部活

動などで制作した作品を展示するスペース「県議会ギャラリー」を提
供しています。
　県議会に作品を展示してみませんか。
【展示対象】 工作、絵画、イラスト、ポスター、彫刻、書、写真、

研究発表用ポスター　など
　　　　　 （展示用パネル・机は準備します。）
【展示場所】県議会棟１階ロビー　　【展示期間】１か月以内
【展示費用】無料　　　　　　　　　【問合せ先】０２３－６３０－２８４６

県議会ギャラリーのご案内

県議会インターネット中継・傍聴のご案内
　県議会の本会議や委員会は公開されており、どなたでも傍聴する
ことができます。
　また、本会議と予算（決算）特別委員会は、インターネット中継を
行っておりスマートフォンからもご覧いただけます。なお、現在、
傍聴席については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、間隔
を保った座席利用とし、本会議場で利用可能な座席数は５３
席、予算（決算）特別委員会では１６席となっています。

問合せ先 ０２３－６３０－２８４０

県議会は、年に４回（２月・６月・９月・１２月）
定例会を開催します。「県議会やまがた」は、
各定例会の概要等をお知らせします。

〒９９０−８５７０ 山形市松波２−８−１　℡０２３−６３０−２８４６
https://www.pref.yamagata.jp/
　　　　　　kensei/assembly/index.html
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